
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

令和元年度 課の運営方針書

担当予算事業数 20

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 144,855

歳入予算額 35,380 歳出予算額

7,368

184,530

23,250
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33.98 19.66 14.32 人件費
臨時

嘱託職員

【課の使命】（課が果たす役割）

○学校・家庭・地域が連携して、子供たちの幼児期から中学校卒業までの育ちや学びを地域ぐるみで見守り、支援する活動を進め、子供たちの「生きる力」を育むことができ
る環境づくりに努めます。
○市民の自主的・継続的な学習機会を支援することで、生涯学習の推進に取り組みます。
○八代のツルなど文化財の保護と活用を図り、郷土の特色ある歴史や文化の継承を進めます。

【課の目標】（令和元年度の課の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）

①学校・家庭・地域が連携して子供を育む環境づくりを進めるため、やまぐち型地域連携教育・放課後子供教室・家庭教育支援等の充実を図ります。
②生涯学習の拠点である学び・交流プラザにおいて、全市を対象とした幅広い学習機会の提供と情報発信を行うほか、学習を支える人材の育成を図ります。
③市民センター等において、各地域の実情に合わせた生涯学習活動の支援充実を図ります。
④ツル渡来数増羽のため、渡来ツル生息環境の整備を進め、移送放鳥事業を実施します。
⑤大田原自然の家の移転について、関係部署と協議・調整を継続するほか、施設分類別計画に基づいて検討を進めます。

【働き方改革による業務改善等の取組み】

○担当制を活用することによる業務の平準化を図り、職員一人ひとりの負担軽減に取り組みます。
○業務スケジュールの情報共有を図り、週休日の振替や休暇の取得、水曜日の定時退庁を促進して、ワーク・ライフ・バランスの向上を図ります。

（生涯学習担当）　　 地域と学校が連携した「やまぐち型地域連携教育」「家庭教育」の推進、及び市民センター等における生涯学習の推進を図ります。
（青少年教育担当）　地域と学校が連携した「放課後子供教室」の推進、及び大田原自然の家の適正な管理運営など青少年教育の推進を図ります。
（文化財保護担当）　ナベヅルをはじめ、埋蔵文化財や民俗資料など、文化財の保護と活用を進めます。
（学び・交流プラザ）　生涯学習の拠点施設として、市民の主体的で継続的な学習活動を推進します。
（鶴いこいの里）　　　鶴と人の共生をめざす施設として、地域の生涯学習及び地域づくり活動を推進します。
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４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

2

3

実現したい成果　（最終目標）推進施策

1

目標

１　教育・子育て
３　子供の健全育成
（1）　健全育成活動推進のための連携の強化

やまぐち型地域連携教育・放課後子供教室・家庭教育支援に取り組み、学校・家庭・地域が連携
した子供たちを育む環境の充実を図ります。
また、「周南市青少年育成市民会議」の活動を支援し、地域で子供を見守り、育てる活動の促進
に努めます。
（R１目標：放課後子供教室推進事業参加者数　33,000人）

２　生涯学習・人権
１　生涯学習の推進
（1）　生涯学習推進体制の整備・充実

「第３期周南市生涯学習推進プラン」に基づき、学び・交流プラザ及び各市民センター等において
生涯学習を推進する体制の充実を図り、市内全域での社会教育・生涯学習の推進を図ります。
（R１目標：生涯学習センター主催講座受講者数　2,000人）

２　生涯学習・人権
２　文化・芸術活動の振興
（2）　文化財の保護と活用の推進

ツル渡来数増羽のため、ツルの生息環境整備や保護ツルの移送放鳥事業に取り組みます。
ナベヅルをはじめとする文化財の保護を進め、郷土の特色ある歴史・文化の伝承を図ることによ
り、市民の郷土への愛着と誇りを高めます。
（R１目標：文化財指定登録件数　106件）

6
１　教育・子育て
３　子供の健全育成
（2）　青少年を取り巻く有害環境への対応

青少年の非行防止や環境浄化活動により、青少年の健全育成を図ります。
（R１目標：街頭補導実施回数　40回）

１　教育・子育て
３　子供の健全育成
（3）　青少年の社会参加の促進

大田原自然の家を活用した集団宿泊訓練及び野外活動を通じて心身共に健全な青少年を育成
します。
また、大田原自然の家の移転先について、施設分類別計画に基づき、関係部署との協議と調整
を進めます。
子供の意見を尊重し、青少年の健全育成や地域づくりに子供の意見を反映する機会の充実を図
ります。
（R１目標：市イベント等への中学・高校生ボランティア参加者数　13,000人）
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２　生涯学習・人権
１　生涯学習の推進
（2）　学んだ成果をまちづくりに生かす環境の充実

地域活動や各種団体の自立を支援することで市民力を高め、学んだ成果を市民がまちづくりに
生かす環境の充実を図ります。
（R１目標：花壇コンクール参加団体数　30団体）


